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１．研究の目的 

  小学校外国語の教科化により，検定教科書を用いた授業が始まり 4年目になる。内容量も

あり，児童の学習への動機づけに関して苦労が見受けられる。教科書以外にドラマワークショ

ップを体験することで，どのような変容が児童にあったかをアンケートと振り返りシートのコメン

トから分析する。教員にはアンケートとインタビューを行い，ドラマ教育を小学校外国語に取り

入れる意義を分析する。 

２．研究の方法 

  文化庁の文化芸術による子供育成推進事業育成事業を利用し，関西圏の 3 つの公立小

学校の 4, 5, 6 年生が 4 回から 5 回のドラマワークショップを受講した。児童には，ドラマワ

ークショップを受ける前後でアンケートを取り，ワークショップごとに，振り返りシートを書かせ

た。 

事前のアンケートから性別や個性を外部変数としてカテゴリーに分けて HKコーダーによる分

析を行った。教員のアンケートやインタビューは KJ 法により小学校外国語にドラマ教育を取り

入れる意義を分析する。 

３．結果 

  まだ分析途中であるが，男女差や性格などに関わらずドラマ教育は肯定的に受け入れられ

ていると考えられる。仲間との協力で英語劇を完成させるという達成感と効力感を持ち，自律

的学習者へとなっている。教員からのアンケートとインタビューからは，普段の授業からは想像

できない児童が頑張っている姿がいくつも見られ，またクラス全体を巻き込み LD のある児童

の頑張りも多く見れたことからも現場でのドラマ教育を取り入れる意義があると推測される。 

４．結論 

 ドラマ教育は，言語学習的にも有用な点があるが，教育的にクラス全体を巻き込んで全員が

成長をしようとすることで，自律的学習者となり，今後の英語学習への動機づけにも寄与する

ものである。 
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